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【
音
読
み
と
訓
読
み
の
見
分
け
方
】

①
送
り
が
な
の
つ
く
読
み
方
は
訓
読
み
。

例
待
つ
→
「
ま
」
は
訓
読
み

ま

（
た
だ
し
「
愛
す
る
」
「
訳
す
」
の
よ
う
な
サ
行
変
格
活
用

お
よ
び
そ
れ
が
そ
れ
が
五
段
活
用
に
な
っ
た
も
の
は
除
く
）

②
三
音
以
上
は
訓
読
み
。

お
ん

例
「
形
」
の
「
か
た
ち
」
は
三
音
な
の
で
訓
読
み
。

「
け
い
」
は
音
読
み
。

③
「
ん
」
を
含
む
も
の
は
音
読
み
。

例
「
本
」
の
「
ほ
ん
」
、
「
金
」
の
「
き
ん
」
な

ど
は
音
読
み
。

④
「
き
ゃ
」
「
し
ゅ
」
「
ち
ょ
」
の
よ
う
な
拗
音

よ
う
お
ん

を
含
む
も
の
は
音
読
み
。

例
「
客
」
の
「
き
ゃ
く
」
は
音
読
み
。

⑤
国
字
（
日
本
で
作
ら
れ
た
字
）
は
訓
読
み
。

→
「
枠
」
「
畑
」
「
峠
」

わ
く

は
た
け

と
う
げ

⑦
読
み
方
が
ひ
と
つ
の
も
の
は
音
読
み
が
多
い
。

「
肉
」
「
陸
」
「
台
」
→
音
読
み

例
外
「
垣
」
「
潟
」
「
堀
」
「
繭
」
「
枠
」
は
訓
読
み

か
き

か
た

ほ
り

ま
ゆ

わ
く

＊
中
三
は
覚
え
る

⑥
意
味
が
分
か
る
な
ら
訓
読
み
、
意
味
が
分
か
り

に
く
い
と
き
は
音
読
み
。

高
い
山
→
意
味
○
＝
訓
読
み

や
ま

高
い
山
→
意
味
×
＝
音
読
み

さ
ん

そ
ん
な
事
→
意
味
○
＝
訓
読
み

こ
と

そ
ん
な
事
→
意
味
×
＝
音
読
み

じ

例
外

絵
画
・
絵
図
→
「
絵
」
の
「
か
い
」「
え
」

か
い

え

は
ど
ち
ら
も
音
読
み

⑧
語
尾
が
「
う
ん
ち
く
い
つ
き
」
は
音
読
み
が
多

い
。

等
（
と
う
）

陸
（
り
く
）

・

・

本
（
ほ
ん
）

会
（
か
い
）

・

・

達
（
た
ち
）

発
（
は
つ
）

・

・

的
（
て
き
）

・

＊
当
然
、
例
外
が
あ
る

貝
（
か
い
）
は
訓
読
み

道
（
み
ち
）
は
訓
読
み
、
「
ど
う
」
が
音
読
み

初
（
は
つ
）
は
訓
読
み
、
「
し
ょ
」
が
音
読
み

月
（
つ
き
）
は
訓
読
み
、
「
げ
つ
」
が
音
読
み

な
ど
、
読
み
が
複
数
あ
る
と
例
外
が
多
く
な
る
の
で
、

「
う
ん
ち
く
い
つ
き
」
は
本
当
に
悩
ん
だ
と
き
に
使
う
。
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